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計画概要と位置づけ

南相馬市の公共交通に係る現状・課題

課題１：運行効率低下への対応や持続可能な財政負担の検討が必要
・みなタクの導入後、利用回数の増加に伴い市の財政負担も大きく増加しており、現行制度のままではサービスの持続性に支障をきたすお

それがあります。高齢者を中心に外出機会の増加などに寄与している反面、利用者の急増によって財政負担の増加や運行効率の低下が顕

在化しているため、現状を踏まえてサービスの持続性を高めるための見直しが必要です。

南相馬市の公共交通が目指す姿

南相馬市の将来ネットワーク図

本市の目指す将来像『100年のまちづくり～家族や友人と暮らすまち～』の実現に向け、公共交通

のみならず多様な分野の移動サービスやヒト・モノなどを“総動員”して対応を進めるため、本市の公

共交通が目指す将来像を以下に掲げます。

方針１ 持続可能で効率的な運行体制の確立

限られた交通資源の中、地域連携で持続可能な交通を構築します。

南相馬市民の日常移動を支え、南相馬市の未来を担う公共交通を実現します。

みんなで創る、未来へ続く、南相馬で広がる暮らし。

【計画期間：令和8年度～令和12年度】

南相馬市地域公共交通計画南相馬市地域公共交通計画（素案）

南相馬市では、地域公共交通の課題解決やまちづくりと一体となった持続可能な公共交通網の構築

に向け、平成28年に「南相馬市地域公共交通網形成計画」を策定し、定額タクシー（以下「みなタ

ク」という）の導入などをはじめとした、効率的かつ持続的な交通体系の構築に取り組んできました。

一方、人口減少や少子高齢化、運転士不足など公共交通を取り巻く環境が変化していることに加え、

世界的にデジタル技術の進展や地域共生社会の実現などの対応も求められています。

こうしたことから、公共交通の目指すべき将来像や具体施策の方向性を示し、持続可能な公共交通

体系の再構築を図るため「南相馬市地域公共交通計画」を策定しました。

課題２：中心市街地における回遊性の向上が必要
・本市は原ノ町駅を市の玄関口として、各種施設が中心部に集積しており、市民の生活や来訪者の活動を支える拠点となっています。一方

で移動ニーズが大きい施設の中には幹線道路を挟んで分散して存在している場所もあることなどから、一度の来訪で複数の目的地を巡り

にくい状況にあるため、中心部の回遊性を向上し、中心部の魅力向上に寄与していくことが必要です。

課題３：中心部⇔郊外部間の公共交通利用の偏りの解消が必要
・郊外部から中心部へ移動できる手段のうち、路線バスは主に通学利用がメインとなっているため、朝夕の通学時間帯に偏ったダイヤ編成

となり、日中に利用できない状況にあります。一方で、通学全体において路線バスやスクールバスの利用率は非常に低い状況になってい

るため、こうした中心部⇔郊外部間において公共交通利用の偏りを解消することが必要です。

課題４：観光・ビジネス移動や近隣自治体との日常移動を支える広域交通の適正化が必要
・JR常磐線や路線バス、高速バスなど複数の移動手段が広域路線として運行していますが、流動が多い相馬市間においては路線バスと鉄道

が並行して運行している区間も存在し、バス路線として独自性を確保しにくい状況にあります。加えて、観光入込客数が回復傾向にもあ

ることなどから交流人口の拡大も見込まれるため、広域交通については将来を見据えた持続的な仕組みへの適正化が必要です。

課題５：交通拠点やデジタル面における公共交通情報不足の解消が必要
・現状の公共交通に係る情報提供手段は十分とは言えず、市民や来訪者にとってわかりにくい状況にあります。例えば、公共交通に関する

総合的なマップなどが存在しないため、目的地への移動手段を直感的に把握しにくいほか、デジタル面ではデータが存在しないものもあ

るなど、利用者にとってわかりにくい現状にあるため、利用者が迷わず移動手段を選択できる環境を整えることが必要です。

課題６：人材確保が不透明な中での安定的な運営基盤の確保が必要
・市内の公共交通を運行する事業者においては、慢性的な人手不足や平均年齢の増加などが確認でき、高齢化が進むことで将来的に運転業

務に従事できる人材が不足し、サービスの維持がより困難になるおそれもあります。今後も地域の足として公共交通を運行していくため

には、将来的な人材の確保と、安定的に運行できる基盤を確立していくことが必要です。

課題７：公共交通の利用意識の醸成が必要
・市内では自家用車移動に依存する傾向にあるものの、市民への意識調査では「公共交通の確保」に関する満足度が低く、重要度が非常に

高いと認識されています。公共交通を整えていくことは生活利便性だけではなく、定住促進にもつながることから、市民一人一人が公共

交通の価値を理解し、自ら支えていく意識の醸成が必要です。

■公共交通の基本理念（目指すべき将来像）

方針２ 中心部と郊外・広域をつなぐ交通ネットワークの形成・確保

方針３ 誰もが利用しやすい交通環境の整備

方針４ 利用促進と地域共創による意識の醸成

南相馬市都市計画
マスタープラン

南相馬市
地域福祉計画

南相馬市
立地適正化計画

（策定中）

南相馬市第三次
教育振興基本計画
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施策1：輸送効率の向上

・共通目的地に対しての乗り合わせなどによる輸送効率向上の取組を検討し、

利用の平準化や財政負担の抑制につなげる。

・利用しやすい運賃設定の検討など、利用者が積極的に公共交通を選択しやす

い環境を整え、移動の質を維持する。

施策2：主要施設間を繋ぐ
交通手段の確保

・ニーズの高い商業施設や医療機関等を結ぶ移動手段の検討。

・主要施設における乗り継ぎ環境や、利用者視点のダイヤの設定等、乗り継ぎ

しやすい環境を構築する。

施策3：交通網の再編

・路線バスの役割分担と通学利用がしやすい環境を確保。

・市内路線バスにおける日中の生活便の確保を検討。市全体での移動効率、

利便性の向上を図る。

施策4：広域路線との連携と
ネットワークの構築

・広域路線との接続性向上と広域ネットワークとの連携により、公共交通によ

る市内外のアクセス向上を図る。

施策５：交通空白地域の
解消

・日常移動が可能な公共交網を構築し交通空白地域の解消を目指す。

（地域内の公共交通の連携できる新たな交通モード導入の検討し、公共交通を

必要とする方の日常の移動手段を確保する）

公共交通ネットワークに関する施策

環境整備・情報発信・利用促進に関する施策

施策６：交通分野における

DXの推進

・GTFSデータの整備・更新及びデータの更なる利活用方法の検討

・利便性の向上に資するデジタル技術の活用を促進する。

施策７：総合的な公共交通案
内ツールの作成・
整備

・総合的な公共交通案内ツールの作成と継続。公共交通利用促進情報の発信。

施策８：交通拠点のユニバー
サル化

・主要バス停における待合環境の改善。

・主要目的施設などと連携した待合環境の整備（機能性向上）。

施策９：公共交通利用のきっ
かけづくり

・公共交通に親しむ機会を創出。利用のきっかけをつくり、公共交通の利用

を促進する。

施策１０：安定的に運行可能
な体制づくりの推進

・公共交通業界の理解を深めてもらうとともに、スキルアップ支援などをとお

して安定的に運行可能な体制づくりを推進する。

基本方針・基本目標

基本方針１：持続可能で効率的な運行体制の確立

基本目標１：運行の効率化と財政負担の適正化

数値目標１：公共交通全体に対する市負担額

数値目標２：市内公共交通の年間利用者数

人口減少の中で、公共交通全体を見直し、地域特性に応じた最適な輸送
体制を構築する。需要に応じた柔軟な運行方式へ転換し、将来にわたって
維持可能な仕組みを構築。

基本方針２：中心部と郊外・広域をつなぐ交通ネットワークの形成・
確保

基本目標２：中心部・郊外・広域間を結ぶ交通ネットワークの再構築

数値目標３：主要拠点での乗降者数(新交通モード)

数値目標４：広域路線の利用者数

主要施設間の回遊や連携する公共交通網の構築を目指し、郊外から中心
部·南北へのアクセスを確保。地域間の移動を確立し、通勤·通学·通院·買物
など多様な移動を支える。

基本方針３：誰もが利用しやすい交通環境の整備

基本目標３：利用しやすく分かりやすい公共交通環境の整備

数値目標５：公共交通に係る情報の更新回数

数値目標６：主要施設の待合環境等の整備率

主要施設における案内情報や時刻表の整備や、DX化、公共交通全体の
ユニバーサル化を推進。高齢者や学生、来訪者など誰もが直感的に利用で
きる交通環境を形成する。

基本方針４：利用促進と地域共創による意識の醸成

基本目標４：市民・事業者・市が協働で支える公共交通体制の構築

数値目標７：施設における公共交通関連情報の掲載件数

数値目標８：交通イベントへの参加人数

公共交通を「生活の足」として定着させるため、地域·学校·企業と連携
した啓発やイベントを展開する。

※GTFSデータ：公共交通機関の時刻、路線、停留所等を共通の形式でまとめたデータ Transit Feed Specificationの略。
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